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３ 基本方針 

都市の熱環境の把握と現象の要因・寄与度分析及び対策に関する効果分析を

行いながら、総合的かつ効果的なヒートアイランド対策を実施することにより、

ヒートアイランド現象の緩和を目指す。 

ヒートアイランド現象は、長期間に渡って進展してきた都市化と深く結びつ

いており、対策も長期的なものとならざるを得ない。そのため、実行可能なも

のから対策を進めていくとともに、長期的な取り組みを進めていく上では、ヒ

ートアイランド現象の実態監視に努めながら、調査研究により得られた最新の

科学的知見や技術の進展に合わせて、施策等を柔軟に見直し段階的に対策を強

化していくことが合理的である。 

また、ヒートアイランド現象は広範な社会・経済活動と結びついていること

から、国、県、事業者、住民など関係者が適切に連携しながら対策を進めてい

くとともに、地球温暖化対策、都市政策、交通政策、エネルギー政策など、関

連する分野との連携を図っていく必要がある。 

このため、兵庫県におけるヒートアイランド対策は、夏期の平均気温を下げ、

熱帯夜を減少させるため、次の４つの柱となる項目について、それぞれ目標を

定め、県民・事業者・行政が一体となって推進していくこととする。 

 

① 人工排熱の低減 

② 地表面被覆の改善 

③ 都市形態の改善 

④ ライフスタイルの改善 

 

４ 目標 

   基本方針に定める４つの項目について、平成 22 年度（2010 年度）を目標

として具体的施策の業績指標を下記のとおり定める。 
人工排熱の低減 

 ＜目標＞ 

省エネルギーの推進、交通流対策等の推進、未利用エネルギーの利用促進等により、

空調システム、電気機器、燃焼機器、自動車などの人間活動から排出される人工排熱を

低減させる。 

（具体的施策の業績指標） 
・ 低公害車等の普及 282,849 台（平成 15 年度）⇒100 万台（平成 22 年度） 
・ 住宅用太陽光発電施設設置件数 9,426 件（平成 15 年度）⇒40,000 件（平成 22 年度）

・ 県有施設における太陽光発電導入量 1,827kW（平成 16 年度）⇒4,000kW（平成

22 年度） 
 
 



- 8 -

64,833 15 350,000
22

12,000ha 10 13,000ha 22
559.4km 15 600km 24

 587km 22

34 kcal/ 13 30 kcal/
22



- 9 -



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -

(1)

(2)

(3)



 - 15 -

Non Profit Organization

NPO
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Public Transportation Priority Systems

Transportation Demand Management
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Vehicle Information and Communication System
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